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ちト ソリトンの時の減衰則から予期 される振幅の間に,ある有限のずれが生 じる事が予
測される｡
以上のようして評価 した△a乙を,2つのソリトンの振幅比に対 してプロットしたのが
図 1(Case1), 図 2(Case2)である｡この図からわかるように, Caselでは,大きい
ソリトンはすべての振幅比において,衝突後に, ト ソリトンの減衰から予測 されるより
も大きくなって表われ,逆に小さい方は,1-ソリトンからの予測よりも小さくなって表































的な問題を考える｡有名な Belousov-Zhabotinsky反応 (以下 8-Zと略す )の実験におい
て, chaosを得たという2,3の報告が最近行なわれた｡我々はこの事に注目し,かつて
富田教授らが B-Zの持続振動を説明するために提唱されたKモデル (Kyotor)m owsys･-
temで考え,analogue-computerで計算 した｡その結果,次の注目すべき結果が得られた｡
1. chaosの存在,2. 二種類のlimitcycleの存在｡現在 我々は Continuoussystem
で chaosを得る指導原理をもっていないが, ｢multiplesteadystateを捜せ｣というのは,
意味があると思っている｡
実際,我々は3steadystatesの領域で chaosを得ることに成功した｡本論文において,
この chaosを種々の角度から検討する｡
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